
平成 22 年度 無機化学演習 期末試験解答例 
榎本 担当分 

 

以下の問題に解答しなさい。 

log 2 = 0.30103, log 3 = 0.47712, log 5 = 0.69897, 4142.12 = , 7320.13 = , 2361.25 = を利用してよい。 
 

(1) 土壌分析のために標準試料を購入し、研究室の装置で分析することにした。標準試料中の As の保証値は 20.0 

ppm である。この標準試料を用いて測定したところ、（19.5, 19.0, 19.4, 19.8, 20.0, 19.3 ppm）の値が得られた。 

(a) 分析値の平均値、標本標準偏差を求めよ。 

(b) (a)の結果から考えて、分析値は保証値と一致しているとしてよいか、t 検定により判定せよ。ただ

し、95%有意水準における自由度 5 の t0 = 2.571 とする。また、必要があれば以下の式を利用して

良い（式の意味は考えること）。 

 

 

 

 

(a) 平均値：19.5, 標本標準偏差：0.8 /  ～ 0.358 
(b) t = 3.125 なので、95%有意水準で一致していない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 現在新しい触媒を開発してその有効性を調べる実

験を行っており、可能性のある物質の見落としを避

けたいと考えている。右の図を参考に、サンプル信

号の判定値をどこに設定すべきか図示せよ。また、

その場合に混入するのは第一種の過誤、第二種の過

誤のいずれか、理由を付けて答えよ。 

 

実線部に設定（βにかかっているあたりならまあ OK） 
第一種の過誤：本当はブランクの信号をサンプルだと思う誤り(α) 
第二種の過誤：本当はサンプルの信号をブランクだと思う誤り(β) 
なので、第二種の過誤を減らしたくて第一種の過誤を許容する状態であるため、第一種の過誤が混入す

る 
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ブランク サンプル
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